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刊行にあたって

社団法人日本雑誌協会が創立されてから50年が経過しました。これまで当協会の

活動をまとめたものとしては，すでに5冊の協会史を刊行しております。『十年史』のま

えがきには「昭和31年1月，日本雑誌協会が呱々の声を上げ，さらに翌32年3月，日本

書籍出版協会が設立され，日本の雑誌出版界を，また日本の書籍出版界を代表し，

わが国出版界の両翼を担うようになった」と記しております。

雑誌協会は当時，有志30社によって創設され，現在では95社の会員で構成され，

読者の多様化に対応しながら多くの雑誌を刊行し，雑誌メディアとしての地位を築く

に至りました。

これまでの歳月はかけがえのない重みをもち，人間に譬えれば人生を決断するい

くつかのきびしい局面を切り開きながら貴重な体験を経て，今日を迎えたわけです。

創立以来，当協会を支えていただいた多くの先輩のご功績，会員各社の皆さま，関

係各位のご尽力，ご努力に対しまして，ここに深い敬意を表するものであります。

私ども雑誌協会は，大きな変革のなかで奮闘しております。編集・販売・広告・宣伝

活動などもさることながら，雑誌全体のさまざまなテーマに知恵を出しあいながら取

り組んでおります。文字・活字文化の振興，さらに読書推進を活発化することも重要な

課題であり，こうした状況からパワーとチャンスが生まれてくる，そう確信しております。

雑誌は「時代を映す鏡」などといわれるように，個性的なメディアであり，そのバラエ

ティーの豊富さが大きな特徴です。一方でデジタル化，Web化がどんどん進み，さま

ざまなコミュニケーションがいっそう広がりをみせています。変化のなかで混乱や矛

盾も聞かれますが，それを乗り越えて解決していく力こそ飛躍と考えます。これを機

に，雑誌への信頼をさらなるものとして，出版業界の使命を担いその発展に努力して

参ります。

社団法人日本雑誌協会

理事長　村松　邦彦
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社団法人日本書籍出版協会は1957年（昭和32）3月29日に創立され，今年2007年（平

成19）に50周年を迎えました。昨年，同じく50周年を迎えた日本雑誌協会と共同して，

「創立50周年記念事業」を実施することになりました。本書もその共同事業の一つと

して編まれたものです。

当協会は，これまでに『日本書籍出版協会十年史』『日本書籍出版協会三十年史』

など，活動の記録を刊行してきましたが，それらによりますと，敗戦後の混乱期を脱出

した時点で，「出版界を代表する強力にして清新な団体をもつべきだ」という多くの出

版社の強い要望にこたえるべく誕生したのが日本書籍出版協会です。

以後，出版文化を担った先人は，出版流通・販売，情報の基盤整備，言論・表現・

出版の自由と責任の問題，知的財産権・出版者の権利の確立，再販制度の維持や税

制対応，国際交流の促進，読書推進など出版文化の向上と出版環境の整備に真摯

な努力を注いできました。出版文化の現在は，その蓄積の上にあり，これらの諸課題

は，いまなお現在的な課題です。

近年，電子メディアの急速な普及と浸透により出版形態も多様化し，読書行動も変

化してきました。しかしながら日本語を豊かに育み，さまざまなメディアの基盤を形成

してきたのは文字・活字文化であり，その基本的な役割は，これからも変わることはな

いと考えます。民主主義は多種多様な言論・表現・出版の自由と責任にもとづいて成

り立ちます。

この半世紀の間，日本書籍出版協会は，日本雑誌協会とともにわが国出版界の代

表としての役割を担ってきましたが，これもひとえに会員ならびに関係各位のご支援・

ご協力の賜物です。深く感謝申しあげ，今後も皆さまとともに出版文化の向上と振興

に努力して参りたいと存じます。

社団法人日本書籍出版協会

理事長　小峰　紀雄
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はじめに

❖本書の成り立ち

本書は社団法人日本雑誌協会・社団法人日本書籍出版協会の創立50周年記念事業

の一環として企画したもので，もう一つの年史企画『デジタル版 日本出版百年史年

表』（仮題）とあわせて，将来の「データベース出版史」構築の基盤をつくることを前提

に編集したものです。

2004年10月，両協会は「創立50周年記念事業を2007年の秋に共同で実施する」

ことを決め，同年12月に第1回の「雑協・書協 創立50周年記念事業実行委員会合同

会議」（相賀昌宏議長・小学館）を開催し，事業計画の基本方針を決定しました（記念事業

の詳細は6～7ページ参照）。

本書と『デジタル版 日本出版百年史年表』を担当する〈年史委員会〉および両協会

の事務局員からなる編集部が合同会議の基本方針を受けて『50年史』の編集方針

を定め，造本・体裁のイメージを固め，執筆要項を策定し，筆者を選定して原稿依

頼を開始したのは，2006年の初夏でした。以来，1年半の編集・制作期間を経て，

ここに刊行の運びとなった次第です。

❖編集方針

本書の編集方針は以下のとおりです。

①網羅的な両協会の通史ではなく，出版をめぐる今日的課題・問題に絞った「テーマ

別年史」とする。

②この年史を，将来にわたる年史の「ベース」と位置づけ，今後の年史はこれに新

しい事項を付け加え，あるいは一部の書き直しで編集できるようなものとする。

③インターネットの利用によって，よりくわしい情報や資料を入手できる環境にあるこ

とを見据え，編集・構成・記述する。

④本文の記述は「簡明」を旨とし，要点・流れを簡潔にわかりやすく解説する。資料

および資料的な記述は最小限にとどめ，基本資料はデジタル化し，雑協・書協に

「50年史Webサイト」を開設して本文とともに収録する。
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⑤本書の性格上，執筆項目ごとの執筆者名は記載しないが，原文執筆者を巻末に

「執筆協力者」として掲載する。

⑥著作権は日本雑誌協会および日本書籍出版協会に帰属する。

❖「データベース出版史」の構築を目指して

一方，『デジタル版日本出版百年史年表』およびこれをベースとする「データベース出

版史」の企画・編集については，（株）出版ニュース社（清田義昭社長）に委託しました。

『日本出版百年史年表』（日本書籍出版協会）は，1968年に書協の創立10周年記念出

版として刊行され，貴重な年表として出版関係者のみならず幅広い人たちに利用さ

れてきました。今回は，この貴重な『年表』をデジタル化し，次に40年分を追補して

『デジタル版 日本出版百年史年表』を制作する。そして将来は，本書と『年表』を足

がかりに，多様な利用にこたえる「データベース出版史」を構築しようという構想の

第1歩です。

なお，本文の脚注「sWeb」は，書協および雑協ホームページの「50年史Webサイ

ト」で資料を参照することができます。また，本書の内容は，すべて雑協・書協のホ

ームページ「50年史Webサイト」にも収録されますので，こちらもご利用ください。

「50年史Webサイト」は，今後，本文の修正，資料の追加等の改訂を適宜行い，広く

ご利用いただけるよう努めていく所存です。皆さまのご支援・ご協力をお願い申しあ

げます。

2007年9月

『日本雑誌協会・日本書籍出版協会50年史』

編集委員会
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日本雑誌協会・日本書籍出版協会創立50周年記念事業について

雑協は1956年（昭和31）1月30日，書協はその翌年1957年（昭和32）3月29日に創立さ

れました。すでに，雑協は昨年2006年1月，書協は今年2007年3月にカレンダー上で

は50周年の節目を迎えています。

3年前の2004年10月，両協会の理事会・常務理事会は，「50周年記念事業を2007

年の秋に共同で実施する」ことを決定しました。両協会が1年ちょっとの差で50周年

を迎えること，両協会が取り組んでいる課題の多くが共通していること，周年事業の

準備と実施コストが軽減できること，出版人大会やブックフェアならびに他の周年事

業などとの期日や会場調整を考えると秋が望ましいこと，といったことを勘案した結

果の決定でした。そして，同年12月には第1回の「雑協・書協 創立50周年記念事業

実行委員会合同会議」（相賀昌宏議長・小学館）を開催し，以降，〈式典〉〈年史〉〈出版文

化史展〉の三つの委員会を中心に検討を重ね，2005年12月，2006年9月，2007年3

月，6月，9月と計6回にわたり合同会議を開いて準備を進めてきました。

記念事業の概要は，以下のとおりです。

❖記念式典委員会

［委員長］石� 孟（マガジンハウス），古岡秀樹（学習研究社）

◎東京　雑協・書協創立50周年記念式典・祝賀会

日時：2007年11月21日（水）午後6時～8時

会場：帝国ホテル（1500人規模）

◎フランクフルト　雑協・書協創立50周年記念パーティー

日時：2007年10月11日（木）午後6時30分～8時30分

会場：インターコンチネンタルホテル（300人規模）

❖年史編集委員会

［委員長］相賀昌宏

◎『50年史』

基本方針：雑協・書協の共同編集とし，同時進行の『日本出版百年史年表』のデジタル化とあわ

せて，将来の「データベース出版史」構築の基盤をつくる。

造本・体裁：A5判／上製本，カバー・函付き／横組み・オフ2色刷／総440ページ
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◎「データベース出版史」

基本方針：『日本出版百年史年表』をデジタル化し，将来，追補して「データベース出版史」を構

築する基盤をつくる。本企画・編集業務を（株）出版ニュース社に委託する。

❖世界出版文化史展委員会

［書籍企画担当委員長］新田満夫（雄松堂出版）

◎雑協・書協創立50周年記念世界出版文化史展「百学連環―百科事典と博物図譜の饗宴」

会期：2007年9月22日（土）～12月9日（日） 会場：印刷博物館

主催：凸版印刷株式会社印刷博物館／日本雑誌協会／日本書籍出版協会

特別協力：東京大学東洋文化研究所／東京大学大学院理学系研究科附属植物園

［会期中　講演会］「出版界50年のあゆみ」講師：紀田順一郎×清田義昭

日時：10月16日（火）15時～17時　会場：印刷博物館グーテンベルクルーム

［雑誌企画担当委員長］石� 孟（マガジンハウス）

◎ギンザ・グラフィック・ギャラリー第257回企画展―WELCOME TO MAGAZINE POOL

雑誌デザイン10人の越境者たち

日本雑誌協会・日本書籍出版協会創立50周年記念企画

会期：2007年11月2日（金）～11月27日（火） 会場：ギンザ・グラフィック・ギャラリー（ggg）

主催：東京マガジンデザインクラブ（TMDC）

後援：雑協・書協創立50周年記念事業実行委員会

企画・構成：TMDC/藤本やすし＋g g g

［会期中　ギャラリートーク］日時：11月9日（金），22日（木） 会場：DNP五反田ビル　ホール

［巡回　dddギャラリー（大阪）］会期：2008年1月15日（火）～2月23日（土） 会場：dddギャラリー

❖雑協・書協創立50周年記念事業実行委員会合同会議［委員一覧］（2004～2007）

［議長］

相賀昌宏（小学館）

［雑協］

秋田貞美（秋田書店）

ノルベール・ルレ*/イヴ・ブ

ゴン（アシェット婦人画報社）**

福田峰夫*／井上泰一（角川

グループパブリッシング）**

山下秀樹（集英社）**

村松邦彦（主婦の友社）

吉村久夫*／河村有弘（日経

BP社）**

松尾 武*／大橋晴夫（日本放

送出版協会）**

矢内 廣（ぴあ）

石� 孟（マガジンハウス・式典

委員長・文化史展委員長）

勝見亮助（日本雑誌協会）

［書協］

金原 優（医学書院）

京極迪宏（学芸出版社）

古岡秀樹（学習研究社・式典

委員長）

志村幸雄（工業調査会）

浜田博信（講談社）

小峰紀雄（小峰書店）

前田完治（三修社）*

佐藤徹哉（新興出版社啓林館）*

佐藤隆信（新潮社）

矢部敬一（創元社）**

菊池明郎（筑摩書房）

岡本 健（ひかりのくに）**

新田満夫（雄松堂出版・文化

史展委員長）

及川 清（養賢堂）*

山下 正（日本書籍出版協会）

*印＝途中退任，**印＝途中就任
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表記について

1．記述にあたっては，常用漢字・現代仮名遣い・新字

体を原則としましたが，本書の性格上，引用文など

においては旧字体，旧仮名遣いも使用しました。

2．年号は原則として西暦で表し，必要に応じて日本年

号を括弧書きで添えました。

3．本文，年表の作成にあたっては，雑協，書協の「会

報」をはじめ「事業報告」『日本雑誌協会史』『日本雑

誌協会十年史』『同二十年史』『同三十年史』『雑誌記

者会25年史』「出版広報」『日本書籍出版協会十年

史』『同三十年史』および関係団体史などの記録を

基礎としています。それらの引用で明らかな間違い

とわかる語句や言葉遣いについては正し，原文を

損なわない範囲で要約した場合があります。

4．文中の団体名などはできるだけ正式名称を使うよう

にしましたが，何度も頻繁に登場するものは適宜略

称を使用しています。また，次のものは初めから略

称で表記しています。

雑協＝日本雑誌協会

書協＝日本書籍出版協会

取協＝日本出版取次協会

日書連＝日本書店商業組合連合会

小売全連＝日本出版物小売業組合全国連合会

日図協＝日本図書館協会

児童出協＝日本児童図書出版協会

公取委＝公正取引委員会

経産省＝経済産業省




